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(57)【要約】
【課題】　防火被覆材を折り曲げて配置することなく、
施工性を向上させることができる界壁構造を提供する。
【解決手段】　隣り合う建物ユニット１０間の界壁構造
である。この界壁構造は、建物ユニット１０の天井大梁
２２の下方に配置される梁下防火被覆材１１１と、天井
大梁２２内に配置される梁内防火被覆材１２１と、天井
大梁２２の上方に配置される梁上防火被覆材１３１と、
天井大梁２２上に配置される、屋根面材３２を支持する
垂木と、を備え、垂木は、鋼製の鋼製垂木３１であり、
梁上防火被覆材１３１より室内側に配置されている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　隣り合う建物ユニット間の界壁構造であって、
　前記建物ユニットの天井大梁の下方に配置される梁下防火被覆材と、
　前記天井大梁内に配置される梁内防火被覆材と、
　前記天井大梁の上方に配置される梁上防火被覆材と、
　前記天井大梁上に配置される、屋根面材を支持する垂木と、を備え、
　前記垂木は、鋼製の鋼製垂木であり、前記梁上防火被覆材より室内側に配置されている
　ことを特徴とする、界壁構造。
【請求項２】
　前記梁下防火被覆材と、前記梁内防火被覆材と、前記梁上防火被覆材とは、略直線状に
配置されている
　ことを特徴とする、請求項１に記載の界壁構造。
【請求項３】
　隣り合う前記建物ユニットに、それぞれ配置される前記梁上防火被覆材は、枠材によっ
て一体化されている
　ことを特徴とする、請求項１又は２に記載の界壁構造。
【請求項４】
　前記梁上防火被覆材に沿って、吸音材が取り付けられている
　ことを特徴とする、請求項３に記載の界壁構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、隣り合う建物ユニット間の界壁構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、屋内空間に設ける界壁の上方には、屋根との間の小屋裏空間を遮るように、小屋
裏界壁を設けることが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－０７９７２６公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、屋根に木製の垂木を使用する場合、垂木の配置ピッチを狭く（例えば、２２
５ｍｍ）する必要がある。一方で、隣り合う建物ユニット間の、小屋裏に配置される、界
壁を構成する防火被覆材の配置ピッチも、これと略同じ配置ピッチとなることがある。こ
のような場合、垂木との干渉を回避するために、防火被覆材を折り曲げて（クランクさせ
て）配置させる必要があり、施工性が悪いという問題がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、防火被覆材を折り曲げて配置することなく、施工性を向上させるこ
とができる界壁構造を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するために、本発明の界壁構造は、隣り合う建物ユニット間の界壁構造
であって、前記建物ユニットの天井大梁の下方に配置される梁下防火被覆材と、前記天井
大梁内に配置される梁内防火被覆材と、前記天井大梁の上方に配置される梁上防火被覆材
と、前記天井大梁上に配置される、屋根面材を支持する垂木と、を備え、前記垂木は、鋼
製の鋼製垂木であり、前記梁上防火被覆材より室内側に配置されていることを特徴とする
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。
【０００７】
　ここで、本発明の界壁構造では、前記梁下防火被覆材と、前記梁内防火被覆材と、前記
梁上防火被覆材とは、略直線状に配置されていてもよい。
【０００８】
　また、本発明の界壁構造では、隣り合う前記建物ユニットに、それぞれ配置される前記
梁上防火被覆材は、枠材によって一体化されていてもよい。
【０００９】
　さらに、本発明の界壁構造では、前記梁上防火被覆材に沿って、吸音材が取り付けられ
ていてもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　このように構成された本発明の界壁構造では、建物ユニットの天井大梁の下方に配置さ
れる梁下防火被覆材と、天井大梁内に配置される梁内防火被覆材と、天井大梁の上方に配
置される梁上防火被覆材と、天井大梁上に配置される、屋根面材を支持する垂木と、を備
え、垂木は、鋼製の鋼製垂木であり、梁上防火被覆材より室内側に配置されている。その
ため、鋼製垂木の配置ピッチを、木製の垂木の配置ピッチより広げることができる。その
結果、鋼製垂木との干渉を回避する必要がなく、梁上防火被覆材を折り曲げることなく配
置することができる。そのため、施工性を向上させるとともに、コストを削減することが
できる。
【００１１】
　また、梁下防火被覆材と、梁内防火被覆材と、梁上防火被覆材とは、略直線状に配置さ
れていることで、界壁の防火被覆材を折り曲げることなく配置することができる。そのた
め、施工性を向上させ、コストを削減することができる。
【００１２】
　また、隣り合う建物ユニットに、それぞれ配置される梁上防火被覆材は、枠材によって
一体化されていることで、枠材によって一体化された梁上防火被覆材を、隣り合う建物ユ
ニット間に、一度に配置することができる。
【００１３】
　また、梁上防火被覆材に沿って、吸音材が取り付けられていることで、枠材によって一
体化された梁上防火被覆材に吸音材を取り付けた小屋裏界壁を、隣り合う建物ユニット間
に、一度に配置することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施例１のユニット建物の構成を示す斜視図である。
【図２】実施例１の建物ユニットの構成を示す斜視図である。
【図３】実施例１の界壁構造を示す断面図である。
【図４】実施例１の梁上界壁を示す平面図である。
【図５】実施例１の梁上界壁を示す側面図である。
【図６】実施例１の梁上界壁を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明による界壁構造を実現する実施形態を、図面に示す実施例１に基づいて説
明する。
【実施例１】
【００１６】
　実施例１における界壁構造は、工場で予め製造された建物ユニットを建築現場へ搬送し
て、建築現場で複数の建物ユニットを並べて組み立てることによって構築するユニット建
物に適用される。
【００１７】
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［ユニット建物の構成］
　図１は、実施例１のユニット建物の構成を示す斜視図である。以下、実施例１のユニッ
ト建物の構成を説明する。
【００１８】
　図１に示すように、ユニット建物１は、基礎２の上に、１階の建物ユニット３と、２階
の建物ユニット１０と、屋根ユニット３０とを組み付けて構築されている。
［建物ユニットの構成］
【００１９】
　図２は、実施例１の建物ユニット１０の構成を示す斜視図である。以下、実施例１の建
物ユニット１０の構成を説明する。
【００２０】
　図２に示すように、建物ユニット１０は、隅角部に配置される柱１１と、柱１１の下端
間に、ジョイントピース１３を介して架け渡される床大梁１２と、柱１１の上端間に、ジ
ョイントピース２３を介して架け渡される天井大梁２２と、によって箱状の骨組体を形成
する。
【００２１】
　対向する床大梁１２間には、複数本の床小梁１４が架け渡される。床小梁１４の上部に
は、床小梁１４に対して直交方向に、複数本の床根太１５が取り付けられる。床根太１５
の上部には、床面材１６が取り付けられる。床面材１６は、例えばパーチクルボードとす
ることができる。
【００２２】
　対向する天井大梁２２間には、複数本の天井根太２４が架け渡される。対向する天井根
太２４と天井大梁２２との間には、複数本の補強根太２５が架け渡される。天井根太２４
の下面には、天井面材２６が取り付けられる。天井面材２６は、例えば石膏ボードとする
ことができる。天井根太２４の上面には、補強板２７が取り付けられる。補強板２７の上
面には、天井根太２４に対して直交方向に、２本の遮音木桟２９が取り付けられる。補強
板２７の上面には、遮音シート２８が取り付けられる。遮音シート２８は、例えばロック
ウールとすることができる。
【００２３】
［屋根ユニットの構成］
　図３は、実施例１の界壁構造を示す断面図である。以下、実施例１の屋根ユニット３０
を説明する。
【００２４】
　図２に示すように、屋根ユニット３０は、各建物ユニット１０に対応して設けられる。
屋根ユニット３０は、建物ユニット１０の上面に取り付けられる。
【００２５】
　図３に示すように、屋根ユニット３０は、鋼製垂木３１と、野地板３３と鋼板３４とで
構成された屋根面材３２と、を備える。
【００２６】
　鋼製垂木３１は、例えば、四角筒状の角形鋼管によって形成される。鋼製垂木３１は、
妻方向（桁方向）に延材して形成される。鋼製垂木３１は、屋根面材３２を支持する。隣
り合う屋根ユニット３０の鋼製垂木３１は、間隔Ｗ（例えば、４５０ｍｍ）を有して配置
することができる。鋼製垂木３１は、後述する梁上防火被覆材１３１より室内側に配置さ
れる。すなわち、隣り合う屋根ユニット３０の鋼製垂木３１は、後述する梁上界壁１３０
の外側に配置される。
【００２７】
　鋼製垂木３１の上面には、野地板３３が取り付けられる。野地板３３の上面には、鋼板
３４が取り付けられる。
【００２８】
　このように鋼製された屋根ユニット３０は、鋼製垂木３１がジョイントピース２３の上
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面に設置されて固定されることで、屋根ユニット３０が、建物ユニット１０に取り付けら
れる。
【００２９】
［界壁構造］
　以下、実施例１の界壁構造を説明する。
【００３０】
　実施例１では、妻側において隣り合う建物ユニット１０間に界壁を備える。図３に示す
ように、界壁は、天井大梁２２の下方に配置される梁下界壁１１０と、天井大梁２２内に
配置される梁内界壁１２０と、天井大梁２２の上方に配置される梁上界壁１３０と、で構
成される。
【００３１】
（梁下界壁）
　図３に示すように、梁下界壁１１０は、隣り合う建物ユニット１０に、それぞれ、梁下
防火被覆材１１１と、吸音材１１２と、を備える。
【００３２】
　梁下防火被覆材１１１は、例えば厚さ１２．５ｍｍの強化石膏ボードを２枚貼り合わせ
て形成される。梁下防火被覆材１１１は、天井大梁２２の下方の梁下空間Ｓ１に配置され
る。梁下防火被覆材１１１は、居室Ｒに面して配置される。
【００３３】
　吸音材１１２は、例えばグラスウールとすることができる。吸音材１１２は、梁下空間
Ｓ１で、梁下防火被覆材１１１より室外側に配置される。
【００３４】
（梁内界壁）
　図３に示すように、梁内界壁１２０は、隣り合う建物ユニット１０に、それぞれ、梁内
防火被覆材１２１と、吸音材１２２と、を備える。
【００３５】
　梁内防火被覆材１２１は、例えば厚さ１２．５ｍｍの強化石膏ボードを２枚貼り合わせ
て形成される。２枚の梁内防火被覆材１２１は、ボルト５１とナット５２によって固定・
補強されてもよい。梁内防火被覆材１２１は、天井大梁２２内の梁内空間Ｓ２に配置され
る。梁内防火被覆材１２１は、梁下防火被覆材１１１の上端から、上方に延材するように
設置される。すなわち、梁内防火被覆材１２１と、梁下防火被覆材１１１とは、略直線状
に配置される。
【００３６】
　吸音材１１２は、例えばグラスウールとすることができる。吸音材１１２は、梁内空間
Ｓ２で、梁内防火被覆材１２１より室外側に配置される。
【００３７】
（梁上界壁）
　図４は、実施例１の梁上界壁１３０を示す平面図である。図５は、実施例１の梁上界壁
１３０を示す側面図である。図６は、実施例１の梁上界壁１３０を示す断面図である。以
下、実施例１の梁上界壁１３０の構成を説明する。
【００３８】
　図３に示すように、梁上界壁１３０は、梁上防火被覆材１３１と、吸音材１３２と、枠
材１３３と、を備え、隣り合う建物ユニット３０の上方に配置される。
【００３９】
　梁上防火被覆材１３１は、隣り合う建物ユニット１０の天井大梁２２の上方の梁上空間
Ｓ３に、それぞれ配置される。梁上防火被覆材１３１は、例えば厚さ１２．５ｍｍの強化
石膏ボードを２枚貼り合わせて形成される。梁上防火被覆材１３１は、梁内防火被覆材１
２１の上端から、上方に延材するように設置される。すなわち、梁下防火被覆材１１１と
、梁内防火被覆材１２１と、梁上防火被覆材１３１は、略直線状に配置される。
【００４０】
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　図５に示すように、梁上防火被覆材１３１は、側面視で略台形状に形成され、屋根面材
３２の勾配に沿うようになっている。梁上防火被覆材１３１の上端と下端とには、耐火目
地材１４１が配置される。
【００４１】
　図３に示すように、吸音材１３２は、隣り合う屋根ユニット３０に、それぞれ配置され
る。吸音材１３２は、例えばグラスウールとすることができる。吸音材１３２は、梁上空
間Ｓ３で、梁上防火被覆材１３１より室外側に配置される。
【００４２】
　図４～図６に示すように、吸音材１３２の長さは、梁上防火被覆材１３１の上下方向の
高さより長く形成される。吸音材１３２は、梁上防火被覆材１３１に沿って配置される。
吸音材１３２は、梁上防火被覆材１３１より上方に突出した状態で配置され、取付テープ
１４０によって、その上端部が梁上防火被覆材１３１に取り付けられる。取付テープ１４
０は、アルミテープとすることができる。
【００４３】
　図４～図６に示すように、枠材１３３は、例えば木製で形成され、２つのレール部１３
４と、レール部１３４間に架け渡された桟部１３５とで梯子状に形成される。
【００４４】
　レール部１３４は、断面矩形の角材で形成される。桟部１３５は、断面矩形の角材で形
成される。桟部１３５は、等間隔Ｌ（例えば、４５０ｍｍ間隔）で、複数設けられる。桟
部１３５は、一方のレール部１３４の側面と、他方のレールの側面とを接続するように設
けられる。
【００４５】
　レール部１３４の桟部１３５が設けられていない側の側面に、梁上防火被覆材１３１が
、例えば釘等によって取り付けられる。すなわち、隣り合う建物ユニット１０の天井大梁
２２の上方に、それぞれ配置される梁上防火被覆材１３１は、枠材１３３によって一体化
される。梁上防火被覆材１３１の下端と、レール部１３４の下面は、略同一の面とするこ
とができる。
【００４６】
　このように構成された梁上界壁１３０は、隣り合う建物ユニット１０のジョイントピー
ス２３の上面に設置されて固定されることで、建物ユニット１０に取り付けられる。
【００４７】
［界壁構造の作用］
　以下、実施例１の界壁構造の作用を説明する。実施例１の界壁構造は、隣り合う建物ユ
ニット１０間の界壁構造である。この界壁構造は、建物ユニット１０の天井大梁２２の下
方に配置される梁下防火被覆材１１１と、天井大梁２２内に配置される梁内防火被覆材１
２１と、天井大梁２２の上方に配置される梁上防火被覆材１３１と、天井大梁２２上に配
置される、屋根面材３２を支持する垂木と、を備え、垂木は、鋼製の鋼製垂木３１であり
、梁上防火被覆材１３１より室内側に配置されている（図３）。
【００４８】
　ところで、木製の垂木を使用する場合、垂木の配置ピッチを、例えば、２２５ｍｍとす
る必要がある。一方で、隣り合う建物ユニット間の梁上防火被覆材の配置ピッチも、これ
と略同じ配置ピッチとなることがある。このような場合、垂木との干渉を回避するために
、梁上防火被覆材を折り曲げて（クランクさせて）配置させる必要があり、施工性が悪い
という問題がある。
【００４９】
　実施例１では、鋼製垂木３１を使用することで、剛性を上げることができる。そのため
、鋼製垂木３１の配置ピッチを、木製の垂木の配置ピッチより広げる（例えば、４５０ｍ
ｍ）ことができる。その結果、鋼製垂木３１との干渉を回避する必要がなく、梁上防火被
覆材１３１を折り曲げることなく配置することができる。そのため、施工性を向上させ、
コストを削減することができる。
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【００５０】
　実施例１の界壁構造において、梁下防火被覆材１１１と、梁内防火被覆材１２１と、梁
上防火被覆材１３１とは、略直線状に配置されている（図３）。
【００５１】
　これにより、界壁の防火被覆材を折り曲げることなく配置することができる。そのため
、施工性を向上させ、コストを削減することができる。
【００５２】
　実施例１の界壁構造において、隣り合う建物ユニット１０に、それぞれ配置される梁上
防火被覆材１３１は、枠材１３３によって一体化されている（図６）。
【００５３】
　これにより、枠材１３３によって一体化された梁上防火被覆材１３１を、隣り合う建物
ユニット１０間に、一度に配置することができる。そのため、施工性を向上させることが
できる。
【００５４】
　実施例１の界壁構造において、梁上防火被覆材１３１に沿って、吸音材１３２が取り付
けられている（図６）。
【００５５】
　これにより、枠材１３３によって一体化された梁上防火被覆材１３１に吸音材１３２を
取り付けた梁上界壁１３０を、隣り合う建物ユニット１０間に、一度に配置することがで
きる。そのため、施工性を向上させることができる。
【００５６】
　以上、本発明の界壁構造を実施例１に基づき説明してきた。しかし、具体的な構成につ
いては、この実施例に限られるものではなく、特許請求の範囲の各請求項に係る発明の要
旨を逸脱しない限り、設計の変更や追加等は許容される。
【００５７】
　実施例１では、本発明を、妻側において隣り合うユニット建物間の界壁構造に適用する
例を示した。しかし、本発明は、桁側において隣り合うユニット建物間の界壁構造に適用
することもできる。
【００５８】
　実施例１では、本発明を、２階建てのユニット建物に適用する例を示した。しかし、本
発明は、１階建のユニット建物にも、３階建以上のユニット建物にも適用することができ
る。
【符号の説明】
【００５９】
　１　　　　　ユニット建物
　１０　　　　建物ユニット
　２２　　　　天井大梁
　３２　　　　屋根面材
　１１１　　　梁下防火被覆材
　１２１　　　梁内防火被覆材
　１３１　　　梁上防火被覆材
　１３３　　　枠材
　１３２　　　吸音材
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